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吉
備
高
原
の
南
端
に
位
置
す

る
鬼
城
山
に
は
、
豊
か
な
自
然

が
残
り
、
貴
重
な
植
物
も
自
生

し
て
い
ま
す
。

鬼
ノ
城
へ
の
入
口
に
鬼
城
山

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
平
成
１７

年
８
月
に
オ
ー
プ
ン
。
文
化
財

を
知
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
環
境
学
習
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
拠
点
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

ト
ン
ボ
や
バ
ッ
タ
、
秋
の
七

草
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
主
に
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
開
催
さ
れ

る
自
然
観
察
会
。
講
師
を
務
め

る
脇
本
浩
さ
ん
（
清
音
上
中
島
）

は
、「
一
般
的
な
こ
と
か
ら
、

鬼
城
山
の
自
然
ま
で
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
や
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

貴
重
な
植
物
の
自
生
に
つ
い

て
、
険
し
い
地
形
、
山
城
や
山

上
仏
教
な
ど
の
歴
史
的
背
景
も

あ
り
、
人
の
手
が
入
り
に
く
か

っ
た
こ
と
が
、
い
い
結
果
に
つ

な
が
っ
た
の
で
は
と
脇
本
さ

ん
。「
こ
の
自
然
を
守
っ
て
い

き
た
い
」
と
力
を
込
め
ま
し
た
。

北
の
吉
備
路
保
全
協
会
の
事

務
局
長
の
堀
公
典
さ
ん
（
泉
）

も
、
自
然
と
歴
史
遺
産
の
両
方

を
愛
す
る
気
持
ち
か
ら
、
将
来

を
見
据
え
て
話
し
ま
し
た
。

「
貴
重
な
湿
生
植
物
も
あ
り
、

全
国
に
誇
れ
る
遺
跡
も
あ
り
両

方
楽
し
め
る
場
所
。
訪
れ
る
人

の
た
め
に
も
、
荒
地
に
は
で
き

な
い
の
で
、
な
る
べ
く
現
状
を

維
持
し
、
遺
跡
と
調
和
し
た
保

護
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」。

鬼
城
山
の
貴
重
な
自
然
を

知
っ
て
も
ら
い
、

そ
し
て
、
守
っ
て
い
き
た
い

市
内
で
は
、
鬼
ノ
城
を
よ
り

所
と
し
た
団
体
が
、
個
性
豊
か

な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

鬼
ノ
城
の
ふ
も
と
で
産
声
を

あ
げ
た
備
中
温う

羅ら

太
鼓
。
国
内

の
み
な
ら
ず
海
外
で
も
公
演
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
代
表
曲
は

「
温
羅
」。
吉
備
津
彦
命
と
温
羅

の
戦
い
の
温
羅
伝
説
を
、
舞
を

織
り
交
ぜ
て
表
現
し
た
そ
れ

は
、
見
る
も
の
を
感
動
さ
せ
ま

す
。
創
設
者
で
代
表
の
塩
尻
司

さ
ん
（
総
社
三
丁
目
）
は
「
偉

大
な
鬼
ノ
城
に
恥
な
い
和
太
鼓

集
団
と
し
て
全
国
に
発
信
し
た

い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

毎
年
１０
月
、
日
本
古
来
の
製

鉄
方
法
の
た
た
ら
に
挑
む
鬼
ノ

城
た
た
ら
倶
楽
部
。
炉
作
り
か

ら
操
業
ま
で
を
行
い
、
よ
り
良

い
た
た
ら
を
追
求
し
続
け
て
い

ま
す
。
た
た
ら
場
は
鬼
ノ
城
の

ふ
も
と
で
、
近
く
に
は
日
本
最

古
級
の
千
引
カ
ナ
ク
ロ
谷
製
鉄

遺
跡
（
奥
坂
）
が
あ
り
ま
す
。

代
表
の
林
修
さ
ん
（
西
阿
曽
）

は
、「
た
た
ら
で
、
吉
備
の
鉄

の
歴
史
を
広
め
た
い
」
と
語
り

ま
す
。

「
鬼
ノ
城
と
温
羅
は
、
私
た

ち
の
精
神
的
な
支
え
。
い
つ
ま

で
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
存

在
」。
平
成
１１
年
に
「
命
も
う

一
つ
の
温
羅
伝
説
」
で
旗
揚
げ

公
演
を
し
た
市
民
劇
団「
温
羅
」

の
代
表
の
三
宅
誠
一
さ
ん
（
井

手
）
は
話
し
ま
す
。
公
演
作
品

の
多
く
に
鬼
が
登
場
。
人
間
の

邪
悪
な
心
を
鬼
に
投
影
し
、
人

の
生
き
方
と
は
何
か
を
問
い
続

け
て
い
ま
す
。

ま
ち
は
人
か
ら
。
そ
し
て
、

風
土
に
根
ざ
し
た
文
化
の
創
造

は
、
ま
ち
を
よ
り
魅
力
的
に
す

る
力
に
な
り
ま
す
。

鬼
ノ
城
を
よ
り
所
に
し

鬼
や
鉄
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

個
性
豊
か
な
活
動
を
展
開

■花の彩り

鬼ノ城を含む鬼城山一帯
では、さまざまな季節の花
が楽しめます。
春の訪れを告げるかのよ
うに、春間近の冬の山には
黄色いアテツマンサクの花
が咲きます。
春にはタムシバの白い花
や鮮やかなピンク色のゲン
カイツツジが楽しめます。
初夏にはベニドウダン。夏
には、ナツツバキの白い花
が清涼感を漂わせます。
これらの花の自生場所は
県内のほぼ南限にあたりま
す。

自然観察会でバッタの説明を子どもたちにする脇本さん（左端） 備中温羅太鼓の代表曲「温羅」

鬼ノ城たたら倶楽部のたたら

■里山景観を後世に

自然保護や愛護の活動を
展開している北の吉備路保
全協会（宮本邦男会長）は、
里山の景観を守り、後世に
伝える活動をしています。
平成１１年から１０年に

わたり、北の吉備路写真展
を開き、鬼ノ城周辺に残る
里山を紹介しました。また、
休耕田を荒らさないように
とソバの栽培や、山の手入
れで出た間伐材による炭焼
きなどの活動を続けていま
す。
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タムシバの白い花

文化財や環境学習の拠点の鬼城山ビジターセンター

休耕田でのソバの栽培


